
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

岡
村
　
正
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
実
行
委
員
長

ごあいさつ
　
昨
年
、
わ
が
国
は
未
曽
有

の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
被
災
地
の
環
境
は
徐
々

に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
復
興
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
で
す
。
一
方
で
超
円
高

や
デ
フ
レ
の
長
期
化
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
な
ど
に
よ
り
事

業
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、

世
界
経
済
も
不
透
明
感
が
漂

う
な
ど
、
日
本
は
戦
後
最
大

の
危
機
を
迎
え
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
日
本
が
今
後
、
持
続
的
な

成
長
を
果
た
す
た
め
に
は

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
で

き
る
だ
け
早
い
復
興
」
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
断

行
」
「
新
成
長
戦
略
の
着
実

で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
実
行
」

な
ど
、
政
府
に
よ
る
果
断
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
と
り
わ
け
、
創
業
の
拡

大
に
よ
り
雇
用
創
出
や
新
た

な
需
要
喚
起
が
継
続
し
て
起

き
る
よ
う
、
新
成
長
戦
略
の

中
で
掲
げ
ら
れ
た
「
起
業
１

０
０
万
社
」
の
確
実
な
実
現

が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。
同
時

に
日
本
は
「
科
学
技
術
創
造

立
国
」
と
し
て
、
常
に
最
先

端
の
技
術
力
を
持
つ
国
と
い

う
存
在
感
を
世
界
に
示
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
政
府
に

よ
る
研
究
開
発
投
資
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
新
事
業
の
提
案

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
た
次
代

を
担
う
人
づ
く
り
と
起
業
家

精
神
の
醸
成
を
目
指
し
て
お

り
、
創
業
拡
大
、
科
学
技
術

創
造
立
国
の
確
立
と
い
う
面

か
ら
も
、
非
常
に
重
要
な
役

割
を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
、
Ｃ
Ｖ
Ｇ

東
京
は

校
・
１
８
１
件
の

プ
ラ
ン
が
寄
せ
ら
れ
、
各
地

区
大
会
の
合
計
で
は
初
め
て

応
募
が
１
０
０
０
件
を
突
破

し
ま
し
た
。
前
回
に
比
べ
て

２
割
も
増
加
し
て
お
り
、
Ｃ

Ｖ
Ｇ
の
認
知
度
の
広
が
り
に

加
え
、
将
来
不
安
の
中
に
も

こ
れ
だ
け
意
欲
を
持
っ
た
学

生
が
い
る
こ
と
を
心
強
く
感

じ
ま
す
。

　
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ

ル
・
ゲ
イ
ツ
会
長
は
以
前
、

「
競
争
相
手
は
？
」
と
聞
か

れ
、
「
ど
こ
か
の
ガ
レ
ー
ジ

で
何
か
を
作
っ
て
い
る
若
者

だ
ろ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。

個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
発
的

に
面
白
さ
と
や
り
が
い
を
追

求
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
市

場
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
可
能
性
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
で
は

受
賞
後
起
業
し
た
方
々
の
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
に
も
尽
力
す
る

な
ど
、
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
一

助
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

「
孤
独
感
」
と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
解
決
す
る
、
福
祉
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
バ
イ
ス

吉
藤
健
太
朗
早
稲
田
大
学

大賞ビジネス部門

遠
隔
操
作
で
空
間
を
共
有

療
養
中
で
も
人
の
輪
に
参
加
で
き
る
喜
び
を

　
今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
は
現
在
、
人
口
の
約

％
が

歳
以
上
と
い
う
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
独
居
老
人
の
数
も
今
年

で
１
０
０
０
万
人
に
達
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
自
身
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
入
院
や
自
宅
療

養
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
長
期

に
わ
た
り
学
校
へ
通
え
ず
に

い
る
子
供
も
、
全
国
で
７
万

人
近
く
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
が
健
康
で
な
い

時
の
「
寂
し
さ
」
は
大
き
な

不
安
、
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

鬱
や
認
知
症
の
原
因
に
な
る

う
つと

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
け
が
で
病
院
や
自

宅
か
ら
動
け
ず
、
家
族
や
仲

の
良
い
友
人
と
会
え
な
い
人

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
姿
で
家
族

の
も
と
へ
帰
っ
て
テ
レ
ビ
を

一
緒
に
見
て
談
笑
し
た
り
、

学
校
で
授
業
を
受
け
、
休
み

時
間
に
友
人
と
遊
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が

私
の
開
発
し
て
い
る
遠
隔
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
バ
イ

ス
「
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
」
で

す
。

　
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
は
カ
メ

ラ
と
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー

を
内
蔵
し
て
お
り
、
病
院
や

自
宅
か
ら
操
作
す
る
人
は
Ｏ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
を
自
由
に
動

か
し
、
そ
の
場
を
見
回
し
、

音
を
聞
い
て
発
言
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
追
加
ユ
ニ
ッ

ト
を
付
け
る
こ
と
で
腕
を
上

げ
る
な
ど
の
表
現
や
、
足
で

歩
い
て
移
動
す
る
と
い
っ
た

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
持
ち
運
び
も
容
易
な

の
で
、
一
緒
に
旅
行
し
た
り

買
い
物
を
楽
し
ん
だ
り
と
い

っ
た
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
入
院
中

の
子
供
が
病
室
か
ら
自
宅
に

い
る
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
を
操

作
し
て
兄
弟
と
一
緒
に
遊

ぶ
、
同
様
に
入
院
中
の
社
長

が
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
の
姿
で

社
員
旅
行
に
同
行
し
ス
ピ
ー

チ
を
行
う
な
ど
に
使
っ
て
も

ら
い
、
非
常
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
体
が
不
自
由
な
人
で
も
人

の
輪
に
参
加
し
、
学
び
、
仕

事
を
し
、
生
き
が
い
を
見
つ

け
ら
れ
る
社
会
を
、
私
は
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
受
賞
に

際
し
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
多
く
の
方
々
、
特
に
６

畳
の
ア
パ
ー
ト
で
３
年
間
、

フ
ラ
イ
ス
盤
や
旋
盤
な
ど
の

工
具
に
囲
ま
れ
た
共
有
部
屋

で
騒
音
を
我
慢
し
な
が
ら
応

援
し
て
く
れ
た
同
居
人
に
、

心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

大賞を受賞して

　
入
院
・
療
養
中
に
外
出
で
き
ず

孤
独
感
を
抱
え
た
経
験
を
も
と

に
、
自
分
の
分
身
の
よ
う
に
遠
隔

操
作
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
デ
バ
イ
ス
「
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ
」
を
開
発
し
た
。
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
Ｏ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
を
人
と
人
を
結
ぶ

福
祉
機
器
と
し
て
提
供
す
る
。

　
外
出
が
難
し
い
高
齢
者
は
離
れ

て
暮
ら
す
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
い
。
人
と
の

関
わ
り
が
減
り
、
孤
独
感
が
高
齢

者
を
苦
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
断
絶
は
認

知
症
を
加
速
さ

せ
る
可
能
性
も

あ
る
。
同
様

に
、
入
院
・
療

養
中
の
人
は
ス

ト
レ
ス
が
回
復

の
妨
げ
に
な
る

と
さ
れ
る
。

　
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ
は
カ
メ

ラ
、
マ
イ
ク
、

ス
ピ
ー
カ
ー
を
内
蔵
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
遠
隔
操
作
が

可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
。
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ
を
通
し
た
視
界
を
パ
ソ
コ
ン

画
面
に
表
示
し
、
首
や
体
を
動
か

す
こ
と
も
で
き
る
。
話
す
だ
け
で

な
く
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
た
り

と
、
自
宅
や
病
院
に
い
な
が
ら
そ

の
場
に
い
る
か
の
よ
う
に
他
者
と

同
じ
空
間
を
共
有
で
き
る
。
他
者

と
し
て
も
、
そ
こ
に
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ
の
操
作
者
が
い
る
か
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
方
法
を
３

段
階
に
分
け
て
い
る
。
ま
ず
は
Ｏ

ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ
ｅ
を
開
発
し
、
介
護

施
設
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
へ
貸
与
・

販
売
を
行
う
。
す
で
に
研
究
機
関

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
試
験
的
に

活
用
し
、
医
学
的
根
拠
の
あ
る
信

頼
性
の
確
立
を
進
め
て
い
る
。

　
第
２
段
階
は
教
育
機
関
や
旅
行

会
社
と
連
携
し
、
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ
ｍ

ｅ
を
通
じ
て
好
き
な
場
所
に
旅
行

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

公
共
の
場
で
の
カ
メ
ラ
撮
影
の
制

度
的
理
解
や
通
信
速
度
な
ど
の
課

題
は
あ
る
が
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
終
段
階
で
は
、
Ｏ
ｒ
ｉ
Ｈ
ｉ

ｍ
ｅ
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
家
庭
教
師
の
仕
事

を
介
入
し
た
り
、
芸

術
活
動
を
推
進
す
る

な
ど
、
体
の
自
由
が

き
か
な
い
人
で
も
企
業
や
社
会
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て

い
く
。

　
人
工
知
能
や
高
額
な
セ
ン
サ
ー

を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
癒
や
し

ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
も
大
幅
に
価
格
を

下
げ
て
提
供
で
き
る
。
現
段
階
で

は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
者
や
医

療
施
設
に
は

万
円
で
販
売
し
、

月
額
３
０
０
０
円
で
の
貸
与
を
想

定
し
て
い
る
。

第８回キャンパスベンチャー
グランプリ東京
きょう表彰式

ＣＶＧ東京実行委員会（敬称略）
委員長
　岡村　正（東京商工会議所会頭）
副委員長
　清成　忠男（日本ベンチャー学会特別顧問、法政大学学事顧問）
委　員
　照井　恵光（経済産業省関東経済産業局長）
　大竹　美喜（国際科学振興財団会長、アフラック最高顧問）
　中村　利雄（東京商工会議所専務理事）
　岩田　直樹（りそな銀行社長）
　一柳　良雄（一柳アソシエイツ社長、日本ベンチャー学会理事）
　井水　治博（日刊工業新聞社社長 東京産業人クラブ理事長

【主催】ＣＶＧ東京実行委員会【共催】りそな銀行、日刊工業新聞社
【協賛】アステラス製薬、ＡＧＳ、ＯＤＫソリューションズ、オムロ
ン、スローガン、ＴＤＫ、東芝、ＤＲＥＡＭ　ＧＡＴＥ　プロジェクト
ニッポン、日本ＭＩＴエンタープライズ・フォーラム、日本コンピュ
ータ・ダイナミクス、日本マイクロソフト、日立製作所、ファンケル

　
「
第
８
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
東
京
」

略
称
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東

京
、
愛
称
キ
ャ
ベ
ツ
・
プ
ラ
ン

の
表
彰
式
が
き
ょ
う
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
学
生
の
優
れ
た
プ
ラ
ン
を
表
彰
す

る
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
大
賞

グ
ラ
ン
プ
リ

は
早
稲
田
大
学
の
吉
藤
健
太
朗
さ
ん
の

「

孤
独
感

と
い
う
ス
ト
レ
ス
を
解
決
す
る
、
福
祉
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
バ
イ
ス
」
に
決
ま
っ
た
。
大
賞
以
下
、
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
、
り
そ
な
銀
行

賞
な
ど

賞

件
の
表
彰
が
行
わ
れ
る
。
大
賞
受
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
金
１
０
０

万
円
、
ほ
か
の
受
賞
者
に
も
賞
状
と
賞
金
が
贈
ら
れ
る
。

　
知
恵
と
創
造
性
が
産
業
の

活
性
化
、
技
術
の
進
歩
を
実

現
す
る
時
代
と
な
っ
た
。
学

生
の
新
鮮
な
発
想
、
ユ
ニ
ー

ク
な
ア
イ
デ
ア
、
独
創
的
な

技
術
が
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京

は
学
生
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
・
事
業
プ

ラ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

じ
、
日
本
の
次
代
を
担
う
若

者
の
人
材
育
成
と
新
産
業
の

創
造
を
目
的
と
し
た
教
育
事

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
応
募
プ
ラ
ン
に
は
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
部
門
と
ビ
ジ
ネ
ス
部

門
が
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

部
門
は
技
術
的
な
要
素
を
背

景
に
、
独
創
的
な
技
術
、
ま

た
は
既
存
の
技
術
を
基
に
し

た
新
製
品
開
発
、
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
は
ユ
ー
ザ
ー
視

点
の
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活

な
ど
で
思
い
浮
か
ん
だ
事
業

ア
イ
デ
ア
。
ま
た
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
プ
ラ
ン
、
地

方
の
活
性
化
を
促
す
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
だ
。

　
ア
イ
デ
ア
・
発
想
の
独
自

性
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
新

規
性
、
市
場
性
、
事
業
化
の

可
能
性
な
ど
を
審
査
ポ
イ
ン

ト
に
し
て
い
る
。
最
終
審
査

で
は
審
査
員
の
前
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答

を
行
う
。
今
回
は

校
の
学

生
か
ら
１
８
１
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
は
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東

京
実
行
委
員
会
が
主
催
。
ま

た
、
経
済
産
業
省
関
東
経
済

産
業
局
、
関
東
商
工
会
議
所

連
合
会
、
関
東
ニ
ュ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
、
東
京
産
業
人

ク
ラ
ブ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー

Ｖ
Ｅ
Ｃ

、
コ
ラ
ボ
産
学

官
、
ク
オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
が

後
援
し
て
い
る
。

大
賞
に
吉
藤
さ
ん
（
大
早
）

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月６日 月曜日 【特別企画】 （ ）


